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令和２年度第２学年団

２週間後に後期中間考査を迎える時期になりまし

た。３階廊下には各教科のエキスパート５天王の日頃

の取り組みや、心がけが掲げられています。

私が中学生の時、毎週土曜19:30から「秘密戦隊

ゴレンジャー」が放映されていました。アカ、アオ、

キ、ミドリ、モモの５人のレンジャーが、ゴレンジャ

ーストームという必殺技で敵を退ける内容でした。

エキスパート５天王の勉強方法をよく見ると、現代

文・古典から理科に至るまで多くの好敵手を退けるに

は「教科書キック」「問題集パンチ」が必殺技になる

ことが理解できます。パンチを数学に使う場合は、特

に「ハイプライム・パンチ」と呼ばれているようです。

「普段の授業」という

トレーニングの成果を

後期中間考査にぶつけ

“受験”という最大の

好敵手に対する技に磨

掲示されている技を参考にしよう！ きをかけていこう。

11月２日に開催さ

れ“Travel in nature

of letters”という主

題で、星野道夫さん

著『旅をする木』の

素晴らしさを発表した木原桧さんがGrand Prizeに

選出されました。発表者の工夫や、司会者の頑張りも

伝わり、聴衆がクラス代表の登場を拍手で迎える場面

もあり、今回もいいコンテストになりました。

２年D組 女子生徒

今回はプレゼンのような形式だったので、より

伝わりやすい発表を目指しました。原稿を書く時

はなるべく知っている単語や文法を用い、話す時

は抑揚やスピード、正しい発音、区切りに注意し

ました。日本語とは強調の仕方も違い工夫が難し

かったですが、授業で習ったことが役立ち、同時

にそのような基礎の重要性を再確認できました。

他者の発表に自身との相違点を見つけることでも

刺激が得られ、とても有意義な経験になりました。

継続は力なり
- 後期中間考査準備 -

潮陵高校-学びの秋Ⅲ
Speech contest


